
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくおか地区の人口と世帯数（令和 7 年 8 月末現在）

人 口：５，7３０人(男２，79０人/女 2，9４０人)

世帯数：２，３１５世帯 

《前月末：人口５，7４０人/世帯数２，３１６世帯》

【令和 7 年 10 月１日 福岡総合事務所 発行 Vol. 6】 

 

8 月 20 日（水）、ふくおか防災士会（川邊敏明会長）から、各区に防災ベッド２台ずつが

寄贈されました。 

この防災ベッドは、災害発生時に避難所などでの生活環境を改善し、安心して過ごせるよ

うにと寄せられたものです。避難生活では床に直接寝起きすることが多く、体への負担や衛

生面での課題が指摘されています。ベッドの活用により、高齢者や身体の不自由な方をはじ

め、多くの避難者がより快適で安全な環境で過ごすことが期待されます。 

ふくおか防災士会の皆さまの思いとともに、この防災ベッドは地域の防災力向上に大きく

役立つことでしょう。 

区長会に防災ベッド寄贈 ～ふくおか防災士会より～ 

９月８日（月）、高山保育園の園児たちが、５月に田植えをした田んぼで稲刈りを行いました。 

作業の前には、高山区議会の吉村重美さんから稲刈りの手順や鎌の安全な使い方を教わり、

園児たちは地域の皆さんに見守られながら、１株ずつ丁寧に刈り取りました。 

春に自分たちの手で植えた苗が黄金色に実り、その稲を自ら収穫することで、子どもたちは

食や自然の恵みを肌で感じることができました。 

収穫したお米は、後日「五平餅づくり」に活用する予定で、子どもたちは今から楽しみにし

ています。 

地域で子どもを育む 園児の稲刈り体験 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事中の写真です。一例ですが、古い和式のトイレも新しい洋式に変わります。トイレの床も湿式から乾式に変

わり衛生的で快適になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 4 月「福岡こども園」開園へ向け改修工事中 

 

  

福岡保育園では、令和 8 年 4 月の福岡地区の 3 保育園（下野、福岡、高山）の統合・こども

園化に向け、子どもたちに安全・安心・快適な保育環境を提供するための大規模改修を実施し

ています。工事は 7 月から始まり、竣工予定日は令和 8年 3月 19 日です。工程は順調に進捗し

ており、工事の主な内容は次のとおりです。 

① 保育室・未満児室・沐浴室・調乳室・遊戯室・トイレ・医務室・外廊下の改装等 

② 照明器具の LED 化、全館放送設備の整備、コンセント位置変更等 

③ 便器の洋式化、冷暖房設備の更新、屋内外給排水設備の更新等 

 ※その他、園庭遊具（遊具・鉄棒）の更新等を行います。 

(^-^)園児たちはテラスや柱が新しく変わっているのに気付くと友達と見つけて嬉しそうに話

しています。保育室の工事は順番に行われるため組の移動をしていますが、工事個所には近づ

かず安全に生活しています。 

また、保護者の皆様には駐車場変更等様々なご協力を頂いています。今後は１０月に園庭に

て運動会開催を予定しているため、運動会に向け体を動かし張り切って練習に取り組んでいま

す。 

 


